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下野市立小・中学校長 様

下野市教育委員会教育長 池澤 勤

小さな積み重ねが大きな支えに!!
～当たり前の取組（その５）～

酷暑が続く中、教育活動が再開しました。学校では、新型コロナウイルス感
染予防とともに熱中症対策にも取り組み、児童生徒の安全確保に努めていただ
き、大変お世話になっております。
例年よりも短い夏季休業でしたが、教職員の皆様は、心身のリフレッシュは

できたでしょうか。まだまだ暑さが厳しい中ですが、休業後の児童生徒への対
応は、小さなサインを見逃さず、１日１回以上の声かけを基本として、児童生
徒に寄り添うことをお願いいたします。また、気になることは１人で抱え込ま
ず、組織で対応していきましょう。

報告・連絡・相談を確実に行っていきましょう!

◇教員としての基礎・基本「見る・聴く・話す」を高めましょう!!

１ 見る!! ～小さなサインを見逃さない～
・児童生徒の頭髪や服装は乱れていないか。汚れはないか。
・児童生徒の友達関係に変化はないか。１人でいないか。
・校舎内外に危険な箇所はないか。掲示物にいたずらはないか。

※不登校や学校事故の未然防止につながります。

２ 聴く!! ～傾聴の姿勢で安心感を～
・手を止め、足を止め、目を見て話を聞いているか。
・児童生徒の言葉遣いや話の内容に変化はないか。
・相づちを打っているか。内容を受け入れているか。

※風通しの良い環境づくりにつながります。

３ 話す!! ～相手を意識して～
・児童生徒の発達段階や特性を理解して言葉を選んでいるか。
・児童生徒に話をする場所や状況を考えているか。
・事実を把握してから話をしているか。

※「伝える」から「伝わる」への意識改革に努めましょう。

『節電、節水、節約』

下野市教職員の当たり前!! ３Ｓ運動推進中

小さなサインを見逃さず、早期発見・早期対応 下野市学校教育課

迅速な報告・連絡・相談を!! ℡ 0285-32-8918


